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峡東地区 子育て講演会「「「「    子子子子どもとのどもとのどもとのどもとの絆絆絆絆づくりづくりづくりづくり    」」」」    

        

～子育てにおける乳幼児期に大切なこと～ 

1111 人間的人間的人間的人間的ふれあいふれあいふれあいふれあい 

昔は、母乳・だっこ・おんぶ・添い寝といった、お

母さんの肌と子どもが離れない文化が日本にはあっ

たが、今は欧米流の育児になり、かつての文化に比べ

母と子の肌のふれあいが減ってきました。 

肌のふれあいを十分にすることで人間的な脳へ発

達していていきます。 

２２２２    遊遊遊遊びびびび    

リズム遊び・音感遊びなど、全てが遊びのなかで育

つ時期です。幼稚園や保育園の「ごっこ遊び」は対人

関係をつかむと言われています。 

子どもの頃にルールのない、想像力に任せた遊びを

したことがなく成長すると、周囲に適応した幸せな大

人に育ちにくいです。学童期の子どもにも豊かな遊び

を保証したほうがよいです。 

３３３３    褒褒褒褒めることめることめることめること    

褒めてあげてください。褒められることで、子ども

は嬉しいと感じます。嬉しくて何度も繰り返します。

その繰り返しが確かな能力として定着していきます。 

そして、子どもは「自分はこれでOKなんだ」とう

いう自己肯定感自己肯定感自己肯定感自己肯定感をもつことができるようになります。 

 

児童精神科医の小倉清先生の講演「今を生きる子ど

もたち」からの抜粋を朗読されながら、乳幼児期・学

童期の体験のもつ意味について力説されました。 

～子どもの心を健康に

育むために必要なこと～ 

①親を信頼する心を育む

親子関係～母性と父性・

自律心を養う躾、②好奇

心・自発性・自主性を伸

ばせる環境作り～いろい 

ろな遊びの体験、③対人

関係能力を育む環境作り

～子ども同士の自由な人 

間関係を見守る，④子どもの心の発達の妨げとなる情

報や機器の管理～「子どもとメディア」の問題に対す

る提言。ノーテレビ・ノーゲームなどをあげられまし

た。 

○○○○心心心心のののの中中中中のののの「「「「安全基地安全基地安全基地安全基地」」」」    

親は子どもの何であるか。脳科学者の茂木健一郎

先生と澤口俊之先生の研究から、「心の安全基地＝居場

所」を作る～過保護・過干渉、放任でなく～の説明が

ありました。 

そして、『「つなみ」被災地のこども80 人の作文集』

（文芸春秋）から、子どもたちの作文を朗読されまし

た。 

「彼らは、乳幼児期からよい人間関係の中で育まれ

てきたのだろう。震災で大人は喪失感をもった、子ど

もたちはものがなくても心が大事、前向きに生きるこ

とを伝えてくれている。次の世代を生きる若者たちが、

戦場ではない、安全基地で育ってもらいたい。」と語ら

れました。 

峡峡峡峡    東東東東    教教教教    育育育育    事事事事    務務務務    所所所所    
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６月２８日、山梨市民会館において、峡東地域教育推進連絡協議会の総会及び子育て講演会を実施しまし

た。会長には山梨市教育長 丸山森人氏が就任し、今年度の活動方針が決まりました。 

子育て講演会では、ガイダンスカウンセラーの川邉 修作先生に「子どもとの絆づくり」という演題で講

演をしていただきました。先生の実践や書籍等の分析データから幼児期の親と子の関わりの重要性を改めて

感じました。一部講演の内容を掲載致します。 

 

川邉 修作先生 



  

みなみっこまつりみなみっこまつりみなみっこまつりみなみっこまつり        塩山南小学校塩山南小学校塩山南小学校塩山南小学校    
6 月13 日（水）、甲州市立塩山南小学校で、「みなみっこまつり」が行われました。 

児童会が中心となり、1 年生から６年生までのたて割り班（18 班）にわかれて、工夫をこらした

お店をだしていました。 

会場には、学区内の幼稚園・保育園児や保護者、地域の方々が来場し、たくさんのゲームを楽しみ

交流を深めていました。 

児童達は、時には「お店屋さん」時には「お客さんに」になりながら、児童会のテーマである「自

主」「協力」「責任｣の３つを達成することができたおまつりになりました。 

  

    

管内中学校総合体育大会（笛吹・東山梨）ダイジェスト 
6月6日・9日・10日、笛吹・東山梨中学校総合体育大会が実施されました。 

どの部も1つでも多く勝ち進もうと、部員や保護者の応援のもと、熱戦が繰りひ

ろげられました。 

◆ 笛吹の結果 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 東山梨の結果 ◆ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

      

  

 

 

    

 

  

 

 

 

 

＊個人戦の結果については、名前を

控えさせていただきました。 

野球      石和中 

サッカー    一宮中 

ソフトボール  浅川中 

バスケットボール 男子  春日居中 

        女子  浅川中   

バレーボール  男子  一宮中 

        女子  御坂中  

卓  球    男子  石和中 

        女子  一宮中  

ソフトテニス  男子  石和中 

        女子  浅川中 

剣道 男子   石和中 

   女子   一宮中 

柔道 男子   御坂中 

   女子   浅川中 

弓道 男子   石和中C 

   女子   石和中B 

体操 女子  個人総合 

       石和中   

ボールおとし グラグラゲーム フィッシュランド 

野球      塩山中 

サッカー    山梨南中 

ソフトボール  塩山中 

バスケットボール 男子  山梨北中 

        女子  山梨北中   

バレーボール  男子  山梨北中 

        女子  山梨北中   

ハンドボール  男子  塩山中 

        女子  山梨北中   

卓  球    男子  塩山中 

        女子  山梨北中 

ソフトテニス 男子  山梨南中 

       女子  山梨南中  

剣道     男子  山梨南中A 

       女子    塩山中 

柔道     男子   山梨南中 

       女子   塩山中A 

バドミントン男子 シングルス勝沼中 

          ダブルス 勝沼中    

         女子  シングルス勝沼中 

            ダブルス 勝沼中 



  

ぶどうの会は、「すべての子ども達が、

生き生きと自立へ向かって成長できるこ

とを願って、登校拒否・不登校・ひきこ

もりなどのことで、ひとりぼっちで悩む

親や教職員がなくなるよう、お互いを支

えあい、励ましあうとともに、一人ひと

りの子どもたちの発達が保障される教育

環境をすすめること」を目的にかかげ、

父母と教職員が手をつないで、専門家を

はじめ、登校拒否・不登校に関心のある

個人や団体とともに学びあい、交流する

ことを基本に活動を続けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

県では子育てや親子関係について、親が楽しみながら主体的に学ぶことのできる教材として、ワークシート形

式の「やまなし『親』学習プログラム」を作成し、幼稚園・保育所（園）・小中学校・高等学校・特別支援学校に

冊子でお配りしております。各学校の学級懇談や授業、各地域での子育ての催し等で積極的にご活用ください。 

また、冊子を使った学習会を実施する際には、講師の紹介もしておりますので、担当にご相談ください。 

なお、詳しくは下記まで連絡をお願い致します。 

連 絡 先  山梨県教育庁社会教育課 成人・家庭教育担当 桐原 ひかる 

電 話  055-223-1772(直通)  F A X  055-223-1775 

            E-mail   kirihara-atpf@pref.yamanashi.lg.jp 
    

山梨不登校山梨不登校山梨不登校山梨不登校のののの子子子子どもをどもをどもをどもを持持持持つつつつ親親親親たちのたちのたちのたちの会会会会    

    

■「不登校の子どもを持つ親たちの交流のつどい」を「いち

のみや桃の里ふれあい文化館」（一宮町）で毎月開催してい

ます。（最終日曜日、午後1時30分～5時） 

関心のある、親、教師のみなさん、どうぞご参加ください。 

■お問合せは  

0553-44-5078へ   kyodo-sanso@hb.tp1.jp 

（事務局:笛吹市一宮町石2359-102 鈴木正洋／鈴木はつみ） 

 

講 師：谷口 明子 先生（山梨大学 大学院 教授） 
日 時：平成２４年８月９日（木） 午後２時３０分～４時３０分 

会 場：甲州市民文化会館（２ F 大 会 議 室） 

演 題：「 子どもの環境移行への支援 」  

    ～よりよい連携のために 

必要なことは何か～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

進級・進学という生活環境の変化。新しい居場所、

次のステージへ滑らかに移行できたら・・・。そんな

願いから、「連携活動」が盛んになってきました。 

谷口先生のお話しをもとに、子どもたちに関わる

方々と共通の理解を深め、連携活動の今後の方向性を

見つける機会にしませんか？ 

小小小小グループグループグループグループ討議討議討議討議    

管内の保幼小・小中の小グ

ループに分かれ、「現状を踏ま

えた連携活動の課題とその対

応」について討議する時間を

設けました。 

ご案内 

                            問い合わせ 参加希望の方は 

                         TEL ０５５３－２０－２７３１ 

主 催：峡東地域教育推進連絡協議会      FAX ０５５３－２０－２７３３ 

    甲州市教育委員会 峡東教育事務所     峡東教育事務所峡東教育事務所峡東教育事務所峡東教育事務所    小佐野小佐野小佐野小佐野までまでまでまで 



  

 

 

 

山梨高校の学園祭、梨窓祭が６月２０日から２１日まで開催されました。今年の梨窓祭の各クラスの発表は絵コンテや台本など

を事前に生徒会に提出し、より内容の濃い発表にしようと工夫され、どのクラスも大変見応えのある発表となりました。また、

男装女装コンテストでは、手作りの衣装でウェディングドレスや、人気アーティストを表現するなど、とてもユニークな発表が

続きました。クラス企画として、各クラスの模擬店も教室内の内装に工夫を凝らし、とても楽しい二日間となりました。 

                  外務省 中南米局 

南米課 首席事務官 

塚本 康弘氏による 

講座が行われました。 

                                 外務省では、平成７年 

度より全国の高等学 

校に外務省員を派遣 

して高校生の外交、 

国際問題に対する理解を深めること、進路選択の参考になる

ことを目的に講演を行っています。講演会の後、各クラス代

表が塚本氏を囲み、さらに理解を深めようと積極的な質問を

行っていました。 

※ 放送部放送部放送部放送部 ※   

全日本NHK 放送コンクール 山梨県予選 

 朗読部門 ３年樋口 ６位入賞!! 

７月２４日に行われる全国大会への出場が決定し

ました!! 

※ 土曜講座土曜講座土曜講座土曜講座 ※ 

山梨高校では本年度より外部講師による 

土曜講座が行われています。進学を視野に、 

日々努力する梨高生の姿が見られます。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

学校新聞 

梨窓Now!!号外 

５月９日から１２日まで山梨県高校総体が行われまし

た。山梨高校からも男子 11 種目、女子 10 種目にエ

ントリー。熱戦に臨みました。 

男子では陸上部のハンマー投げ、３年岸君が３位とな

り関東大会の出場を決めたほか、女子体操にて器械体

操２年多田さんが個人総合優勝を勝ち取り、関東大

会・インターハイへの出場権を獲得しました。 

また、ハンドボール部(男子/女子)がベスト４、バドミ

ントン(男子/女子)・バレーボール(女子)・軟式テニス(男

子)がそれぞれベスト８に入り、弓道部も予選突破を果

たし決勝トーナメントへ進みました。緒戦敗退となっ

た他の部も大健闘を見せ、躍進する梨高生の姿を発揮

してくれました。 


